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学
修
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
を
通
し
て

　

早
い
も
の
で
、
私
が
図
書
館
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
三
年
が
経
ち
ま
す
。
こ

の
大
学
に
は
六
年
在
籍
し
た
の
で
、
そ

の
半
分
の
期
間
を
図
書
館
で
過
ご
し
た

と
思
う
と
、
時
の
過
ぎ
去
る
ス
ピ
ー
ド

に
呆
然
と
す
る
ば
か
り
で
す
。
図
書
館

の
学
修
サ
ポ
ー
タ
ー
を
通
し
て
、
塾
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
頃
に
教
え
て

い
た
生
徒
に
再
び
関
わ
れ
た
こ
と
、
卒

論
が
切
羽
詰
ま
り
、
一
緒
に
切
り
抜
け

る
方
法
を
考
え
た
学
生
か
ら
、
後
で
長

文
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い

た
こ
と
な
ど
は
、
望
外
の
喜
び
で
す
。

　

私
が
勤
務
を
始
め
た
二
〇
二
〇
年
度

の
春
は
大
学
の
講
義
が
全
面
的
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
ず
は
在

宅
で
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
の
図
書
館
に
来
な
く
て
も
学
生
の

皆
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
学
修
サ
ポ
ー
タ
ー
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
新
設
し
た
り
、
チ
ャ
ッ
ト
を
用

　
「
あ
の
時
は
、
宮
教
大
の
図

書
館
に
い
た
の
よ
ね
。
司
書
の

お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
貸
し
出
し

カ
ウ
ン
タ
ー
に
し
が
み
つ
い
て

た
。」一
九
七
八
年
六
月
十
二
日

十
七
時
十
四
分
、
宮
城
県
沖
地

震
で
あ
る
。
当
時
、
図
書
館
の

常
連
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

居
場
所
は
も
っ
ぱ
ら
グ
ラ
ン
ド

脇
の
体
育
会
サ
ー
ク
ル
棟
の
一

室
だ
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、

東
日
本
大
震
災
。
私
は
仙
台
市

立
小
学
校
の
教
頭
だ
っ
た
。
保

護
者
の
迎
え
を
待
っ
て
い
た
最

後
の
子
ど
も
を
、�Ë	G�~

時
過

ぎ
に
引
き
渡
し
た
の
も
図
書
室

だ
っ
た
。
懐
中
電
灯
の
灯
り
の

下
、
震
え
る
声
で
絵
本
を
読
み

聞
か
せ
る
若
い
先
生
の
姿
が
あ

っ
た
。

い
て
サ
ポ
ー
タ
ー
に
相
談
で
き

る
仕
組
み
を
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
設
け
た
り
し
ま
し
た
。

　

二
〇
二
一
年
度
に
な
る
と
サ

ポ
ー
タ
ー
が
私
し
か
い
な
い
時

期
が
二
ヶ
月
ほ
ど
続
き
、
一
週

間
の
あ
い
だ
に
五
日
勤
務
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
大
変
な

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
前
年

度
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど

多
く
の
新
入
生
と
関
わ
る
こ
と

が
で
き
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　

時
代
が
移
ろ
い
で
も
、
助
け

を
必
要
と
す
る
学
生
は
必
ず
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
「
学

修
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
い
う
制
度

が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い

と
切
に
願
い
ま
す
。

こ
の
原
稿
依
頼
を
機
に
巡
り
合
っ
た
一

冊
の
本
が
あ
る
。『
大
震
災　

あ
の
時

の
図
書
館
員
た
ち
』東
北
三
県
の
公
共
・

大
学
図
書
館
の
図
書
館
員
が
、
館
の
被

災
状
況
や
再
開
ま
で
の
道
の
り
、
震
災

資
料
の
収
集
な
ど
に
つ
い
て
寄
稿
し
て

い
る
。
本
を
守
り
伝
え
る
人
た
ち
の
記

録
で
あ
る
。
ど
ん
な
天
変
地
異
の
後
に

も
、
活
字
は
そ
の
時
々
の
人
々
の
思
い

を
伝
え
、
心
を
癒
し
て
き
た
。

　
「
本
の
あ
る
場
所
」が
好
き
だ
。
書
店
、

古
本
屋
、
学
校
図
書
室
、
公
共
図
書
館
、

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
、
ブ
ッ
ク
ホ
テ
ル
。
旅

に
出
る
と
「
本
の
あ
る
場
所
」
を
訪
ね

る
こ
と
も
多
い
。
本
を
開
け
ば
コ
ロ
ナ

禍
で
も
時
空
を
超
え
て
旅
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
と
は
い
え
、
本
を
鞄
に
旅
に

出
た
い
。
一
日
も
早
く
！

（
東
北
生
活
文
化
大
学
短
期
大
学
部
特

任
教
授
）

大学院教育学研究科
教科教育専攻
社会科教育専修

髙橋　　聖

小学校教員養成課程
特殊教育ピーク
昭和55年度卒

佐藤　深雪

小学校教員養成課程
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の
あ
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場
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き
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令和３年度　事業計画

令和３年度　予算 単位（円）

⑴総会開催　令和3年 8月 2日～令和3年 8月 20日　（メール及び書面開催）　　⑵理事会開催　令和3年 4月 30日　宮城教育大学
⑶総会実行委員会設立　　平成元年度，平成11年度，平成21年度卒業生担当　　⑷会報「山にありて」33号発行
⑸学生自主活動支援 

【一般会計】
１.収入の部

２.支出の部

＊予備費を計上する目的
　予算執行の基本方針は当該年度の収入の範囲で活動（支出）を計画します。但し、当
該年度中に予想を超える事態が発生（例えば震災）した場合に備えて「予備費」と
計上します。

⑴会計期間　令和3年 4月 1日から令和4年 3月 31日
⑵収支概況　収入総額2,913,740（積立金から繰入513，722を含む）
 　支出総額2,913,740
　　　　　　差引残額　　　　　0

項目 令和２年度決算額 令和３年度予算額 比較増減額（△減） 備考
１.前年度繰越金 5,330,427 0 △ 5,330,427
２. 会費 2,783,340 2,400,000 △ 383,340 300名× 8,000円
３. 利子 18 18 0
４. 雑収入 0 513,722 513,722 積立金から繰入れ

合　　計 8,113,785 2,913,740 △ 5,200,045

項目 令和２年度決算額 令和３年度予算額 比較増減額（△減） 備考
１.事務費 3,752 32,300 28,548
　（１）事務費 0 0 0
　（２）通信費 3,752 31,000 27,248
　（３）人件費 0 0 0
　（４）会議費 0 1,300 1,300 理事会湯茶
２.事業費 2,642,820 2,781,440 138,620
　（１）総会費 0 0 0
　（２）会報発行 202,840 203,000 160 山にありて33号 2,000部
　（３）会員情報管理費 1,396,834 1,500,000 103,166 データ管理、会報発送
　（４）学生活動援助 264,746 300,000 35,254
　（５）広報費 117,960 118,000 40 新入生用入会案内、卒業記念品
　（６）事務局業務委託費 660,440 660,440 0 55,000× 12ヶ月
３. 雑費 0 0 0
４. 予備費 0 100,000 100,000
５. 寄付 500,000 0 △ 500,000
　（１）学生支援事業全般 500,000 0 △ 500,000
６. 積立金 4,967,213 0 △ 4,967,213

小　　計 8,113,785 2,913,740 △ 5,200,045
欠損金 0 0 0

合　　計 8,113,785 2,913,740 △ 5,200,045

令和２年度　庶務報告

令和２年度　会計報告 単位（円）

⑴総会開催　令和2年8月17日～令和2年8月21日　メール及び書面審議　(2)理事会開催　令和2年8月7日～令和2年8月13日メール及び書面審議
⑶総会実行委員会設立　平成元年度，平成11年度，平成21年度卒業生担当
⑷会報「山にありて」32号発行　2,000部発行。会員・会費未納者への送付は取止め、電子版にアクセスしていただく方法に変更。
　2,000部は、入学生、卒業生、宮城県内の学校・教育委員会等に発送予定。
⑸学生自主活動支援　学生の自主活動支援金として、1回目7団体、2回目2団体1個人、合わせて9団体1個人に合計264,746円を支援。

⑴会計期間　令和2年 4月 1日から令和3年 3月 31日
⑵収支概況　　　収入総額8,113,785
　　　　　　　　支出総額3,146,572
　　　　　　　　差引残額4,967,213→積立金へ

１. 収入の部

２.支出の部

【 特 別 会 計 】
３.積立金の部

３.積立金の部

項目 令和２年度予算額 令和２年度決算額 比較増減額（△減） 備考
１.前年度繰越金 5,330,427 5,330,427 0
２. 会費 2,400,000 2,783,340 383,340
３. 利子 30 18 △ 12
４. 雑収入 0 0 0

合　　計 7,730,457 8,113,785 383,328

項目 令和２年度未 令和３年度未 比較増減額（△減） 備考
1. 積立金 4,967,213 4,453,491 △ 513,722 収入に 513，722円繰入後

項目 令和2年度未 令和2年度未 比較増減額 備考
1. 積立金 0 4,967,213 4,967,213 　
　（１）前年度までの積立 0 0 0
　（２）当該年度積立 0 4,967,213 4,967,213

項目 令和２年度予算額 令和２年度決算額 比較増減額（△減） 備考
１.事務費 45,000 3,752 △ 41,248
　（１）事務費 10,000 0 △ 10,000
　（２）通信費 30,000 3,752 △ 26,248
　（３）人件費 0 0 0
　（４）会議費 5,000 0 △ 5,000
２. 事業費 2,890,000 2,642,820 △ 247,180
　（１）総会費 0 0 0
　（２）会報発行 500,000 202,840 △ 297,160 山にありて32号 2,000部
　（３）会員情報管理費 1,300,000 1,396,834 96,834 データ管理、会報送付
　（４）学生活動援助 300,000 264,746 △ 35,254
　（５）広報費 130,000 117,960 △ 12,040 新入生用入会案内，卒業記念品
　（６）事務局業務委託費 660,000 660,440 440
３. 雑費 0 0 0
４. 予備費 400,000 0 △ 400,000
５. 寄付 500,000 500,000 0
　（１）学生支援事業全般 500,000 500,000 0
６. 次年度繰越金 3,895,457 0 △ 3,895,457

合　　計 3,835,000 3,146,572 △ 688,428

同窓会事業・会計・予算

⑸補足
＊会費収入は、令和元年度389名から令和2年度は348名に減（328,460円減）。
＊平成29年度同窓会総会での決定に基づき、平成29年度 9月より、同窓会業務の一部を宮城教育大学学生課に委託。
＊卒業記念品としてクリアファイルを作成し、令和3年 3月の学位記授与式にて学部卒業生および大学院修了生に贈呈。

⑶積立金　令和元年度末  0円＋令和2年度末 4,967,213円＝4,967,213円
⑷財産状況（令和3年 3月 31日現在額）　現金・預金合計　4,967,213
　　　　　　　　現金 30,850
　　　　　　　　預金 4,776,363 （ゆうちょ銀行　普通預金）
 160,000 （ゆうちょ銀行　振込用口座）

55,000× 12ヶ月

メール審議予定

新型コロナウイルス関連学生支援

新型コロナウイルス関連学生支援

6名×(8,000円ー110円）＝47,340円／342名×8,000円＝2,736,000円
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学
生
活
動
援
助
金

サ
ー
ク
ル
紹
介

同
窓
会
費
よ
り
、
大
学
の
サ
ー
ク
ル
に
支
援
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
支
援
金
を
受
け
取
っ
た
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
、
硬
式
野
球
部
、

軟
式
野
球
部
、
吹
奏
楽
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

ラ
グ
ビ
ー
部
、
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
び
っ
き
ぃ
、
九
つ
の
サ
ー

ク
ル
の
う
ち
、
二
つ
の
サ
ー
ク
ル
に
活
動
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Circl
e

activ
iti�

　

我
々
宮
城
教
育
大
学
硬
式
野
球
部
は
、

リ
ー
グ
戦
で
A
ク
ラ
ス
入
り
（
三
位
以

内
）
す
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
っ
て
思
う
よ
う
に
活
動
で

き
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
行
わ
れ
た
昨

春
の
リ
ー
グ
戦
は
、
近
年
勝
ち
星
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
学
院

大
か
ら
勝
利
し
た
り
、
個
人
タ
イ
ト
ル

を
獲
得
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
長
い
間
チ
ー
ム
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
や
、
各

々
の
選
手
の
意
識
の
高
さ
が
も
た
ら
し

た
結
果
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
秋
の

リ
ー
グ
戦
で
は
、
試
合
と
教
育
実
習
の

日
程
が
重
な
っ
て
し
ま
う
上
級
生
が
多

く
、
下
級
生
を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー

で
リ
ー
グ
戦
に
挑
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
〇
勝
十
敗
と
い
う
と

て
も
悔
し
い
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
多
く

の
下
級
生
が
リ
ー
グ
戦
の
緊
張
感
を
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は

そ
の
悔
し
さ
を
糧
に
、
来
シ
ー
ズ
ン
の

上
位
進
出
を
目
指
し
、
必
死
に
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
い
る
部
員
は
、

リ
ー
グ
五
位
と
い
う
結
果
し
か
経
験
し

て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
数
年
で
最
高
の
結

果
を
残
せ
る
よ
う
に
、
支
援
し
て
い
た

だ
き
購
入
し
た
道
具
を
存
分
に
活
用
し

て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
応
援
と
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
体
育
会
男
子

サ
ッ
カ
ー
部
の
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
「
良
い
選
手
、
良
い

チ
ー
ム
、
良
い
指
導
者
」
と
い
う
チ
ー

ム
目
標
の
も
と
学
生
主
体
で
チ
ー
ム
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動

内
容
と
し
ま
し
て
は
、
四
月
か
ら
十
一

月
に
か
け
て
毎
週
末
に
開
催
さ
れ
る
東

北
地
区
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
を
中
心

と
す
る
各
種
大
会
へ
参
加
を
し
て
お
り
、

練
習
を
含
め
て
週
五
日
活
動
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
の
た
め
、
リ
ー
グ
の
開
始
が
十

月
に
延
期
さ
れ
、
さ
ら
に
課
外
活
動
の

制
限
も
あ
っ
て
、
思
う
よ
う
に
練
習
が

で
き
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
成
果

を
上
げ
る
た
め
に
、
自
宅
で
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
状
況
や
チ
ー
ム
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
確
認
し
、
柔
軟
な

取
り
組
み
が
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
教

員
と
な
っ
た
際
に
も
活
き
て
く
る
も
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
い

っ
た
点
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
良
い

経
験
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
か
ら
の
支
援
金
で
は
、
練
習

時
に
使
用
す
る
ビ
ブ
ス
等
を
購
入
す
る

予
定
で
す
。
部
員
数
も
少
な
い
の
で
ご

支
援
は
非
常
に
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
度
は
大
会
で
今
年
度
よ
り
も
良

い
成
績
を
残
し
、
宮
城
教
育
大
学
の
名

を
東
北
に
と
ど
ろ
か
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
来
年
度
以
降
も
応
援
・
ご
支
援
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
教
員
養
成
課
程

発
達
障
害
教
育
コ
ー
ス
三
年

釜
石
　
琉
衣

〔
硬
式
野
球
部
主
務
〕

硬
式
野
球
部
の
今
と
こ
れ
か
ら

男
子
サ
ッ
カ
ー
部
活
動
報
告

中
等
教
育
教
員
養
成
課
程

保
健
体
育
専
攻
三
年

 

鈴
木
　
上
総

〔
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
主
将
〕
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て
、
増
田
・
青
木
両
先
生
が
拓
き
耕
し

て
き
た
こ
の
青
葉
山
北
縁
の
学
び
野
に

入
植
（
入
職
）
し
た
。
以
来
、
多
く
の

学
生
と
共
に
毎
週
野
に
出
て
、
土
と
汗

に
ま
み
れ
つ
つ
、
大
地
の
つ
く
り
を
教

え
、
そ
し
て
学
び
合
っ
た
。

　

大
学
周
辺
は
、
地
層
・
岩
石
・
鉱
物
・

化
石
、
さ
ら
に
断
層
・
地
す
べ
り
な
ど
、

多
く
の
地
質
事
象
を
直
に
見
て
知
る
の

に
絶
好
の
ジ
オ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
だ
。
通

常
の
授
業
中
に
歩
い
て
そ
れ
ら
を
見
に

行
け
る
大
学
は
、
国
内
に
は
ま
ず
な
い

だ
ろ
う
。
大
抵
は
課
外
で
、
バ
ス
や
電

車
で
遠
地
に
行
く
の
だ
。
さ
ら
に
、
持

ち
帰
っ
た
試
料
を
室
内
で
処
理
し
顕
微

鏡
を
使
っ
て
調
べ
、
他
と
比
較
し
な
が

ら
成
因
を
考
え
る
。
自
給
自
足
の
素
材

で
一
貫
し
て
、
正
統
的
に
地
を
科
学
す

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
下
鉄
青
葉
山
駅

か
ら
黙
々
と
歩
い
て
大
学
に
入
る
学
生

の
列
を
追
う
と
、
老
生
と
し
て
一
言
伝

え
た
く
な
る
。こ
こ
は
知
の
学
び
舎
で
あ

り
、
実
は
、
国
内
随
一
の
地
（
ぢ
）
の
学

び
野
（
ま
な
び
や
）
で
も
あ
る
の
だ
と
。

　

今
か
ら
四
十
年
近
く
前
、
ふ
と
目
に

し
た
Ｔ
Ｖ
中
継
で
、
大
都
市
仙
台
の
中

心
で
化
石
が
沢
山
採
れ
る
こ
と
に
感
心

し
た
。
奇
し
く
も
、
程
な
く
仙
台
に
来

理科教育講座
教　授

川村　寿郎

国語教育講座
教　授

小島　雪子

退
職
に
あ
た
っ
て

る
体
験
が
こ
こ
で
は
で
き
る
。

　

同
窓
生
の
方
々
に
は
、
こ
の
学
び
野

を
連
れ
回
し
た
こ
と
を
謝
り
た
い
。
で

も
万
が
一
、
そ
の
体
験
が
各
位
の
分
野

で
少
し
で
も
役
立
っ
て
い
た
ら
、
望
外

の
幸
せ
で
あ
る
。

定年
退職
教員

定年
退職
教員

　
こ
の
春
、
お
世
話
に
な
っ
た
二
名
の
先
生

方
が
定
年
を
迎
え
ら
れ
ご
退
職
さ
れ
ま
す
。

　
在
学
期
間
中
の
思
い
出
や
、
宮
城
教
育
大

学
学
生
に
対
す
る
思
い
を
記
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
年
度

た
皆
さ
ん
と
と
も
に
過
ご
し
た
日
々
が

さ
ま
ざ
ま
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

来
て
す
ぐ
に
、
小
専
国
語
を
担
当
し

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ピ
ー
ク
、
専
攻

の
学
生
が
多
数
受
講
す
る
大
講
義
室
で

の
講
義
で
、
初
め
は
古
典
文
学
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
熱
心
に
聞
い
て
い
た
だ
き
、

中
に
は
講
義
終
了
後
、
授
業
の
方
法
に

つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
く
れ
る
学
生
も
い

ま
し
た
。
授
業
の
進
め
方
に
目
を
向
け

る
な
ん
て
、
教
育
大
学
に
学
ぶ
学
生
た

ち
な
ら
で
は
の
こ
と
で
、
さ
す
が
だ
と

思
っ
た
も
の
で
す
。
演
習
な
ど
で
は
、

国
語
科
資
料
室
に
遅
く
ま
で
残
り
、
本

に
埋
も
れ
て
調
べ
物
を
す
る
学
生
が
多

く
お
り
ま
し
た
。
卒
業
生
が
夜
に
現
れ
、

後
輩
に
資
料
の
扱
い
方
な
ど
を
伝
授
し

て
い
た
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。
国
語

に
か
か
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
思

い
出
深
い
資
料
室
が
、
一
昨
年
の
五
号

館
の
改
修
工
事
に
と
も
な
い
、
閉
じ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し

た
が
、
今
後
は
、
ま
た
別
の
か
た
ち
で

学
び
の
場
が
ひ
ら
か
れ
て
ゆ
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
い
学
生
た
ち
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

一
九
九
二
年
の
四
月
に
着
任
し
、
こ

の
三
月
で
ち
ょ
う
ど
三
十
年
勤
め
ま
し

た
。
退
職
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
卒
業
、
修
了
さ
れ

地
の
学
び
野
に
あ
り
て
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
二
〇
二
一
年

度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回

さ
れ
る
一
年
で
し
た
。
四
月
、
新
学
期

が
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
は
宮
城
県
内
の
感

染
状
況
は
比
較
的
落
ち
着
い
て
い
た
の

で
、
本
学
講
堂
で
一
年
ぶ
り
と
な
る
対

面
で
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
六

月
の
附
属
小
学
校
で
の
教
育
実
習
で
は
、

学
生
達
が
多
く
の
学
び
を
得
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
八
月
以
降
は
「
デ
ル
タ

株
」
の
猛
威
が
一
気
に
押
し
寄
せ
、
八

月
下
旬
か
ら
の
附
属
小
中
学
校
で
の
教

育
実
習
は
延
期
、
再
延
期
と
な
り
、
準

備
を
し
て
い
た
学
生
達
に
と
っ
て
は
、

心
が
落
ち
着
か
な
い
時
期
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
少
し
平
穏
が
も
ど
っ
た

か
と
思
っ
た
ら
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が

出
現
し
、
こ
れ
か
ら
入
試
や
学
位
記
授

与
式
を
迎
え
よ
う
と
す
る
中
、
ま
た
も

や
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
右
往
左
往
さ
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
一
年
間
で
し
た
の
で
、

今
年
度
の
同
窓
会
総
会
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
メ
ー
ル
審
議

と
い
う
形
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ご

多
用
の
中
ご
審
議
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
報

の
配
布
方
法
を
見
直
し
、
前
号
（
Ｖ
ｏ

ｌ
．
32
）
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
方
式
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は

慣
れ
な
い
手
間
が
増
え
た
こ
と
で
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
た

だ
、
学
校
や
社
会
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
き

て
い
る
昨
今
の
状
況
を
鑑
み
つ
つ
、
同
窓

会
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
の
情
報
管
理
、
情

報
発
信
の
方
法
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
頂
き
ま
す
よ
う
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
活
動
は
皆
様
か
ら

の
会
費
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
ま

す
。
未
納
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
、
同
窓
生
の
皆

様
の
日
頃
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
安
全
ご
健

康
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　学校現場から泉図書館に異動し2年が経
ちました。本と人とをつなぐ仕事をする中
で、自分が一番本を読んでいた大学時代の
ことが思い出されました。今、宮教大図書
館はどうなっているのか。編集長の役得を
活用させていただき、今回の特集を組むに
至りました。久しぶりに足を踏み入れた図
書館は、驚くほどの発展を遂げていました。
しかし、取材を進めるにつれ、変わらない
良さの方が多くあることに気付きました。
まさに不易と流行を体現する図書館。青葉
山の美しい景色を楽しみながら足を運ん
でみてはいかがでしょうか。
　さて、昨今の事情を鑑み、編集会議はす
べてWeb で行われた今号。図書館の方々
を始め、多くの皆様のご協力により無事に
発行するに至りました。心より感謝申し上
げます。前号よりWeb での閲覧となりま
したゆえ、皆様の元へ届いているかいささ
か心配でもあります。ご感想などお寄せい
ただけると編集委員一同幸いに存じます。
どうぞよろしくお願いいたします。
編集長　早坂　美幸（仙台市泉図書館勤務）

【編集委員】おすすめの１冊 ※数字は卒業年度
橋本　俊一　S48
『日本語の考古学』今野真二 /著
末永　精悦　S53
『鳥人大系』　手塚治虫 /著
鈴木　朝二　S53
『アダム・スミスの夕食を作ったのは誰か？』
　カトリーン・マルサス /著
平間　正信　S62
『樹木たちの知られざる生活』
　ペーター・ヴォールレーベン /著
加藤　良樹　H6
『山に暮らす  海に生きる』結城 登美雄/著
野中　映里　H10
『蜜蜂と遠雷』　恩田陸 /著
近藤　ゆき　H13
『舟を編む』　三浦しをん /著
早坂　美幸　H15
『きよしこ』　重松清 /著
千葉　　廣　H24
『ことばが劈かれるとき』竹内敏晴/著

第３２号から同窓会誌はＷｅｂページの閲覧になりました。

宮城教育大学Ｗｅｂページのメニューからご覧ください。

URL

▲

https://sites.google.com/staff.miyakyo-u.ac.jp/yamaniarite/home

近
藤
　
義
忠
先
生
（
本
学
名
誉
教
授
、

体
育
理
論
・
体
育
史
）　　

令
和
三
年　

七
月
九
日

江
馬
　
成
也
先
生
（
本
学
名
誉
授
、

教
育
社
会
学
）　　
　
　
令
和
三
年　

十
二
月
一
日

が
、
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

恩

師

訃

報

同窓会ならびに会報についてのお問い合わせ　Ｅメール：alumni@grp.miyakyo-u.ac.jp

同窓会誌がWebページに移行しています
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宮
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窓
会
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円
（
終
身
会
費
）

▲

Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
編
集
会
議
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